いい 青年 だ。 これ は、 いい 青年 だ。 私に は、 ひとめ 

見て、 それが わかる ので ある。 からだが しびれる ほど 

に、 静 わば、 私 は、 ばんざいであった。 大 歓喜。 そん 

な 言葉が、 あたって いる。 くるしい ほどの、 歓喜で あ 

る。 

私 は 生れ 落ちる とすぐ、 乳母に あずけられた。 理由 

は、 よく わからない。 母のから だが、 弱かった からで 

あろう か。 乳母の 名 は、 つると いった。 津軽 半島の 漁 

ま よ-つ 

村の 出で ある。 未だ 若い 様であった。 夫と 子供に 相つ 

いで 死に わかれ、 ひとりで いるの を、 私の 家で 見つけ 

やと 

て、 傭った ので ある。 この 乳母 は、 終始、 私 を 頑強に 



思い も 及ばぬ， J とであった。 

「つる は、 甲府 にいた のです か？」 私 は、 それさえ 知 

ら なかった。 

「え、 父が この 土地で、 店 を ひらいて 居りました ご 

「甲斐 絹 問屋に つとめて 居られた、 —— 」 つるの 亭主 

が、 甲斐 絹 問屋の 番頭だった こと は、 私 も、 まえに 家 

の 人た ちから 聞いた ことがあ るので、 それ は、 忘れず 

に 知っていた。 

や むら まるさん 

「え、 谷 村の 丸 三と いう 店に 奉公して 居り ましたが、 

のちに、 独立して、 甲府で 呉服屋 を はじめました ご 

言い かたが、 生きて いる 人の こと を 語って いるよう 



きら 華やかに 灯って いる。 もう、 この辺 は、 桜 町で あ 

にぎ 

る。 甲府で 一ばん 賑やかな 通りで、 土地の人 は、 甲府 

こぎれい せいとん 

銀座と 呼んで いる。 東京の 道 玄坂を 小 綺麗に 整頓した 

みち 

ような 街で ある。 路の両 ft を ぞろぞろ 流れて 通る 人た 

ち も、 のんき そうで、 そうして、 どこか ハイカラ であ 

る。 植木の 露店に は、 もう 躑躅が 出て いる。 

デバ アトに 沿って 右に 曲折す ると、 柳 町で ある。 こ 

こ は、 ひっそり している。 けれども 両側の 家家 は、 す 

ベて 黒ずんだ 老舗で ある。 甲府 では、 最も 品格の 高い 

街であろう。 

「デバ アト は、 いまい そがし いでしょう。 景気が いい 



あ 怪しい 鳥の 鳴き声 を 聞いて、 

「あれ は、 なんだ ご 

さぎ 

r 鷺で すご 

そんな 会話 をした の を、 ぼんやり 覚えて いる。 山峡 

のまち に 居る の だな、 と 酔って いながら も 旅愁 を 感じ 

た。 

宿に 送りと どけられ、 幸吉 兄妹に 蒲団まで ひいても 

ら つたの だろう、 私 は翌る 日の 正午ち かくまで、 投げ 

捨てられた 鳕 のように、 だらしなく 眠った。 

「郵便屋さんで すよ。 玄関まで ご 宿の 女中に、 そう 言 

われて 起された。 



さんと、 あの 少女と では、 きっと、 つつまし く、 うま 

く 行く だろうと 思った。 少し 侘びし く、 戸惑いした 私 

の 感情 も、 すぐに その 場で、 きれいに 整理で きた。 そ 

れは、 それで、 いいの だと 思った。 

百合の 花 は、 何 かぁリ 合せの 花瓶に 活けて 部屋に 

持って来 るよう 女中に 言いつけて、 私 は、 私の 部屋へ 

かえって 机の まえに 坐って みた。 いい 仕事 をし なけれ 

ばいけ ない と 思った。 いい 弟と、 いい 妹の 陰ながら の 

声援が、 脊 中に 涼しく 感ぜられ、 あいつら の 為に だけ 

でも、 も 少し どうにか、 偉くな りたい もの だと 思った- 

ふと 傍に 眼 を 転ずる と、 私の ゆうべ 着て 出た 着物が、 



と 見る と、 月夜で、 富士が ほのかに 見えて、 気のせい 

か、 富 士も焰 に 照らされて 薄紅 色に なって いる。 四辺 

の 山々 の 姿 も、 やはり なんだか 汗ばんで、 紅潮して い 

るよう に 見える ので ある。 甲府の 火事 は、 沼の 底の 

おお， - き ぴ 

大 焚火 だ。 ぼんやり 眺めて いるう ちに、 柳 町、 先夜の 

望 富閣を 思い出した。 近い。 たしかに あの 辺 だ。 私 は 

ぇリ まき 

すぐさま、 どてら に 羽織 を ひっかけ、 毛糸の 襟卷 ぐる 

ぐる 首に まいて、 表に 飛び出した。 甲府 駅の まえまで、 

十五、 六 丁 を 一気に 走ったら、 もう、 流石に ぶった お 

れ そうにな つた。 電柱に 抱きつく ようにして 寄り かか 

り、 ぜいせい 咽喉 を 鳴らしながら 一 休みして いると、 
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